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1 はじめに

ことばのリハビリの専門職である言語聴覚

士の養成校では, 音響学（聴覚心理学を含む）

が必修科目である。その音響学の授業は, コ
ロナ禍の３年間で何が変わったのか？何を体

験し, 何が残ったのか。コロナが収束しよう

としている今, どのような状態なのかを調査

した結果を報告する。 

2 調査方法 
発表者らの所属する言語聴覚士養成校（北

海道, 栃木, 埼玉, 東京, 神奈川, 高知）につ

いて調査した。質問項目は以下の通りである。 
①授業形式 
➁コロナ禍で授業でできなかったこと 
③音や音声で扱えなくなったもの 
④授業で工夫をしたこと 
⑤コロナ後の対面授業で学生に以前の対面授

業と変化はあるか 
⑥コロナ後の対面授業で自分（教師）に以前

の対面授業と変化はあるか 
⑦コロナ禍の授業を振り返っての感想 
⑧今後の同じような災害に備えて何かしてお

こうと思うこと 

3 コロナの影響はあったのか？ 
3.1 学校・地域限定の影響 
上記の調査では, コロナの影響は学校差, 

地域差が大きい。最も影響が大きかった 2020
年度は, 首都圏では登校制限があり, ほとん

どがオンライン学習だった。それに対して, 
他の地域では, 対面授業が続けられていた。

この差はとても大きく, 対面授業の学校では, 
以前の授業とほぼ同じ, コロナによる影響や

変化はなかったという回答であった。それゆ

え, 以下の内容は主に影響のあった東京の学

校の報告である。 

3.2 授業形式 
2020 年は登校制限があり, Zoom によるリ

アルタイム配信とその録画配信の授業であっ

た。学生もクラスメイトと一度も会わず, 自
宅で受講した。2021 年, 2022 年と対面の授業

にはなったが, 行動制限があり, できないこ

とも多かった。2023 年度になり, ほぼ以前の

対面授業に近い形式になった。 
3.3 授業でできなかったこと 
初年度の 2020 年は, 学生と会えなかった。

学生は対面のグループ活動や教え合いができ

なかった。2021 年以降も, 実際に実験をした

り, それを観察することが難しかった。教師

がビデオ撮影をし, それを見るという形式に

変わった。2023 年度から, 実物を触ったり, 
グループで実験をするなどの活動もできるよ

うになった。2022 年までは, ストロー笛は作

成したが, 授業中に吹いて確認できなかった

が,  2023 年は可能となった。 
気柱管共鳴, 声道模型などのデモ, 防音室

での録音, ヘッドフォンの音圧測定などがで

きなかったという回答もある。 
3.4 音や音声で扱えなかったもの 

Zoom 授業は, 音や音声が伝わりにくいの

で, 授業中に聞かせた音が, うまく聞こえて

いなかったことも多かった。動画再生も同様

である。コロナ前は, あえて他人の音声を録

音する活動をしていたが, 2020 年から, 音声

の録音は, 個人での作業となった。2023 年度

からは, 他人の音声の録音を再開した。コロ

ナ禍では, 飛沫対策から,「肉声の録音」が難

しかった。録音時もマスク着用であった。 
3.5 授業で工夫をしたこと 
できるだけ, 対面授業の内容をオンライン

でもできるように努めた。2020 年度は, 対面
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でのグループ活動ができなかったが, 休み時

間に学生が Zoom のブレイクアウトルームで

つながれるようにした。資料の事前配布や, 
分析用音声データを作成・配布して音声分析

した。予習復習の動画作成, 遠隔でもできる

工作をした。という回答もあった。 
3.6 コロナ後の学生の変化 
 「PC の作業に以前の学生より，やや慣れて

いる気がする」という回答もあるように, コ
ロナ以前は, 個人の PC を持たない学生が一

定数おり, 課題が学校の PC でできるかとい

う問題があった。コロナによるオンライン授

業で学生全員が自分の PC を持つことが常識

となった。2021 年から対面授業となっても, 
アクリル板ごしに, なるべく話さない形式の

対面授業であったが, 2023 年度は, 授業中の

会話も増え, 活気が増えた印象がある。 
 実験で他の人に触れる時にはアルコール消

毒するようになった。という回答もあるよう

に, 衛生観念が養われたことも事実である。 
3.7 コロナ後の自分（教師）の変化 
 オンライン授業や動画配信など, コロナ以

前はできなかったことが, 苦しみながらもで

きるようになったのが, 大きな収穫である。

対面でもアクリル板ごしの授業は, 教室での

移動距離が制限されていた。2023 年度はそれ

がなくなり, 以前と同じ形式の授業で, 移動

距離も増えた。同時に学生との会話, 学生か

らの質問も多くなったようだ。 
対面の良さを引き出す授業を考え, 動画活

用を指導するようになった。医療系の大学の

ため, マスク着用で講義をしている。などの

回答もあった。教師側にも変化があった。 
3.8 コロナ禍の授業を振り返っての感想 

オンライン授業はとても大変だった。対面

の授業に内容を近づけるためには, 教材のデ

ジタル化とともに平常時からの準備が必要で

あると感じた。 
今後もコロナ禍で用いた授業の効率化の一

部は継続していく。コロナ禍が終わってよか

った。対面授業の教育効果を実感したが, オ
ンラインの活用もできるようになり, 反転学

習や事後学習が可能となった。Zoom 配信は

学生との距離感を感じた。学事システムのお

かげで課題提出や確認が簡単になったなどの

回答もあった。 

3.9 同じような災害に備えたいこと 
 インターネットの遠隔ツールの使用の継続

や, オンラインでも使える教材を事前に作成

をしておくこと。コロナ禍では, 時間的余裕

がなく, 後まで使える内容のものを作ること

が難しかった。オンライン講義のグループワ

ークのノウハウを身につけたいという回答も

あった。 

4 コロナ禍で得たもの 
4.1 人間関係・自分の声の大切さ 
緊急事態宣言の中, 貴重な経験もあった。

コロナ以前から, 自分の声で読み上げソフト

を作る「マイボイス実習」を行っていた。2020
年の登校制限下でも、それぞれの自宅で行っ

た。[1] 各自が自分の声で課題文を朗読し, マ
イボイスでも読み上げ, 比較した。学生は, ク
ラス全員分の声をネットで聞き, 全員分の感

想を書いた。まだ見ぬクラスメイトとの初め

ての出会いがマイボイスであった。その時の

感想には, クラスメイトへの思いと, 自分の

声と真剣に向き合った様子が綴られていた。

その後, 対面の授業になってからは, 見られ

ないものであった。 

5 おわりに 
本発表では, 2020 年からのコロナによる言

語聴覚士養成校の「音響学」の授業への影響

を報告した。学校差, 地域差はあるものの, 大
変な時期であったことは間違いない。それで

も, 学生も教師も, 苦しみながら獲得したも

のがある。制限されることによって初めて知

った普通の生活と人間関係のありがたさ。そ

れを支えている音声の存在。二度と起こって

は欲しくないが, 記憶に残る経験であったこ

とは間違いないだろう。 
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